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大学等廃棄物処理施設協議会の報告
　昭和61年度は，7月14・15日京都市において廃棄物処理技術分科会，さらに11月19・20日名古
屋市において同協議会の総会。研修会が開催された。前者は主に有機廃液処理技術の向上を目指し
たもので，後者は廃棄物の再資源化処理に関するものであった。
　本学からは，環境管理センター教職員に配分されている乏しい旅費を工面して両会議に数名ずつ
が参加したが，その大部分は自前旅費での参加者であったことを考慮すると，両会議への参加に限
ってはもう少し旅費配分枠の増額を図る必要があると思われる。本学の環境管理業務の一層のレベ
ルアップのためにも，関係当局のご賢察を期待するものである。
　これらの技術分科会や研修会での技術報告や話題提供をもとに，同協議会の会報第四号が発刊さ
れている。その目次を下記に示し，本学の環境管理関係者にフィードバックしておきたい。ちなみ
に，同協議会は団体会員84機関（大学80，研究機関2，高専2），個人会員109名，賛助会員13社
と，名誉会員5名で構成されており，大学をモデルに多種少量廃棄物処理と教育研究とに，現実に
取り組んでいる文部省所管の団体で，関係者の積極的な参画を望んでいる。
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文部省環境科学特別研究（S102検討班）の報告
　昭和61年度は，文部省科学研究費による「大学等における廃棄物処理と環境科学教育」（研究代
表者大石純京大教授）に高橋照男センター長と伊永隆史助手が研究分担者として参加し，前年度
に行ったアンケートの取りまとあ，筑波大学大学院環境科学研究科との討論会の嗣催などを実施し，
下記目次のごとくの報告書（B329－S102）を作成し本研究は一応終了した。
　昭和62年度からは，新たに重点領域研究（環境一人附説）において，　「不定期・不均質な排出特
性を有する廃棄物の小規模排水処理システムの設計と評価」（研究代表者稲本直樹東大教授）へ
移行して新しい構想のもとに研究が進められている。
　　　　　　　　　　　環境科学研究報告集B329－S102
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日産科学振興財団学術研究助成の報告
　昭和59年4月から2年間にわたり，環境管理センターの技術開発室が中心となり4部門の応援を
得て実施された「先端技術開発に伴う多品種・少量・不定期排出特性をもつ廃水の処理・再資源化
に関する調査研究」による研究成果としては，
　　　　　高橋照男・伊永隆史編著
　　　　　　「環境資源科学研究成果集（岡山大学環境管理センター）」
B5版538頁からなる印刷物を1987年3月に刊行し，今後の研究基盤を築いたことで所期の目的を
一・梺B成した。
　昭和61年度からは，新たに以下に示すような企画のもとに全国的規模の調査研究「大学等におけ
る多種少量有害廃棄物処理システムの最適化」が，従前の日産学術研究助成の成果を基に2年間の
予定でスタートしている。この調査では大学等廃棄物処理施設協議会を母体に全国の大学等の廃棄
物処理施設について主として技術的なアンケートを行うとともに，このアンケート情報を基に「大
学等における廃棄物処理とその技術」という技術資料（手引書）を執筆することになっており，岡
山大学を幹事校として鋭意進められている。
第12回日産学術研究助成（財団法人日産科学振興財団）
研究題目 大学等における多種少量有害廃棄物処理システムの最適化
（研究期間2年）
代表研究者 ふりがな
氏　名（生年月日）
たか　　はし　　てる　　お
高　橋　照　男
所属機関・役職
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協議会・会長
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〔研究目的〕
　大学，研究所，病院などから排出される廃棄物は，実験研究や医療業務の性質上多種多様
でしかも少量不定時排出の特性を持つ。これらの適正な無害化処理を行うため，現在国公私
立大学の内100校程度が学内に主として無機廃液並びに有機廃液の処理施設を設置して，有
害廃棄物処理に取組んでいる。
　ところがどの大学でも既存のこれらの処理施設では対応できない特殊な廃棄物を抱えはじ
めており，その処理技術の研究開発が待望されている。また教育研究機関全体を見渡した場
合，科学技術の急速な発展によって今後有害物質に関するさらにきめ細かい対応が不可欠と
考えられる。
　昭和54年に大学等廃棄物処理施設協議会が結成され，廃棄物処理の研究成果や技術情報を
相互に交換できる状況がある程度整ってきた。そこで本研究ではこの協議会の理事グループ
が中心となって，協議会の会員の支援のもとに，まず現状把握が充分でない処理技術・プ
ロセスなどについて各大学が独自に開発してきたノウハウを調査し，すでに数多くの廃棄物
処理（次三図1参照）を実施してきた経験に照らして総合的評価を行う。
　さらに現時点で最も有効かつ汎用性のある多品種少量不定時排出特性を持つ有害廃棄物の
処理システムを具現すべく，本研究グループの1人である白須賀らの「排出動態」及び高橋
らの「廃水特性と処理・再資源化」に関する日産学術研究助成に係るこれまでの研究成果も
取り入れて，処理システムの最適化を目的として取りまとめを行おうとするものである。
〔研究組織〕
1大学等鋳物処理綴臓会
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一
一
度） ｝
副会長 2名 一
常任理事 2名
理　　事 4名
団体会員　　　82件
（大学・研究機関など）
個人会員　　　109名
賛助会員　　　　13社
名誉会員　　　　5名
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図1　大学における廃棄物処理と関連法規
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